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その他のタイトル Paragraph ‘Bundan’ in Japanese text (2) :






























頁）と述べる。また「段の統括機能には，2種類の方向性が考えられる。」（99   









いる。   
佐久間は，文章の「統括」の概念規定を，基本的には永野賢（1986）の「統  
括の定義」に従っているとしながらも，  
文章を統括する言語形式の「基本的単位」として「文」を考える永野が，   
実際には「語句」や「段落」が統括機能をになうこともあるとする点に，統   
括の概念脱走と文章論の統括機能を担う言語形式との乗粧が認められる。（94   
頁）  
と指摘し，佐久間の考える「情報単位」を基本とし，「語句」は一切視野に入  




問を覚えずにはいられない。   
そこで，まず永野賢の「統括の定義」を確認するところから論を進めていき  
たい。  
「統括」とは，文革を構成する文の連続において，一つの文が意味の上で   
文章全体を締めくくる役割を果たしていることが言語形式の上でも確認され   
る場合，その文の意味上形態上の特徴をとらえて文章の全体構造における統   
一性と完結性とを根拠づけようとする文法論的観点である。  
文章が文の連続によって成り立つとすれば，文章を統一し完結させる機能   
を果たすものは，連続する文の相互関係の中に見いだされるはずである。右   
の定義で文章を統括する言語形式を“文”としたのはそのためであるが，実   
文段分析の・考察（2）  
一指示表現「こうした」「そうした」に観察される統括機能岬  51  
際上は，文中の州一つの語句がその機能を果たしていると認められることもあ   

























のである」（以上，291頁）と規定する。   
思考展開を表現するものとして，最も重要な役割を担うとされる接続詞と代  
名詞であるが，時枝誠記による文章論の提唱以来，接続詞の研究は飛躍的に発  
展したのに対し，代名詞に関しては，文法論の範囲に止まる研究皿－が主流を   
塩 澤 和 子  52  
なし，文章論の領域に関わる研究l出）はさほど関心が高くないというのが現状  
である。   
本稿では，代名詞が「分裂展開する思想を」どのように「集約して」，「これ  
を統合」するのか，つまり代名詞がどのような統括機能をもち「文段」成立に  


















1 全体の輪郭，枠の設定であって，時，処，登場人物が提示される。   
2 作者の口上，執筆の態度を述べたもので，本文に述べられる事柄とは明  
らかに次元を異にしてゐる。   
3 全体の要旨，筋番，概要を述べる。前項の冒頭が，表現に対して異次元  
のものであるのに対して，この冒頭は，本文と同一次元のものである。   
4 作品展開の種子或は前提となる事柄の提示。   
5 作者の主題の表白。  
次に市川孝（1978）は，「文章の構成にかかわる重要な問題として，文章の  
冒頭と結尾の型についてまとめてみよう。」（161頁）と述べ，文章の冒頭の型   
文段分析の 一考察（2）  



























残りの部分と解することにした。   
次に第二の，「段落」での出硯位置についてであるが，まずここで「段落」  
を辛がかりにする点について述べておく。文章論では，市川孝（1978）が「問  
題は，改行によって区分された文集合と内容上のまとまりとが一致しない場合   










として設定される「形式段落」（100頁）を拠り所にすることにした。   
そこでコウシタ・ソウシタが「段落」の〔冒頭文・中間文・結尾文〕のいず  
れに出硯し，そこにどのような機能が観察されるのか，検討する方法をとる。  








上で構成される場合は，〔目頭文・結尾文〕以外をすべて中間文とした。   
分析の対象として用いた資料は，朝日新聞「社説」3ケ月分である。  
朝日新聞「社説」  
コウシタ   ソウシタ   
2005年4月1日～4月30日  22例  17例  
5月1日～5月31日  23例  14例  




り大差のないことが確認できる。社説によっては，コウシタとソウシタが共存   
丈段分析の－・考察（2）  
















含まれる文を〔冒頭文・中間文・結尾文〕に分類した。   
この分類を基に，コウシタ・ソウシタが指示する先行叙述の指示対象を調べ  
ると，次の3種〔a・b・C〕に大別することが出来た。  
a 各段落の2文目（中間文か結尾文に相当）に出現し，当該段落の冒頭文  
を指示する。   
b 各段落の冒頭文に出現し，先行段落（先行段落内の文集合か文中の語句  
など）を指示する。   
c 各段落の中間文か結尾文に出現し，当該段落内の先行文（先行の文集合）  
を指示する。  
以上，文章中での出現位置，段落中での文の種類，先行叙述の指示対象〔a・  
b・C〕を基に，109データを分類整理すると，〈表1〉の結果となった。   
塩 滞 和 子  
文章／段落   対象  コウシタ  ソウシタ   合計   
1 冒頭部（小計）   （5）   （6）   
1．1 段落の冒頭文  b b 2   2   
1．2 段落の中間文  
1．3 段落の結尾文  
C  
2 展開部（小計）  （49）   （38）   （87）   
2．1 段落の冒頭文  27   14   41   
2．2 段落の中間文  4   4   
2．3 段落の結尾文  4   6  
C   14   22   36   
3 結尾部（小計）  （9）   （7）   （16）   
3．1 段落の冒頭文  6   2   8   
3．2 段落の中間文  
3．3 段落の結尾文  
C C 5   
合  計  59   50   109  
コウシタは文章の〔展開部〕に多く出現し，59例中49例（83％）にも達して  
いる。このうち特に「段落の冒頭文b」には59例中27例（45．8％）にも適し，  





って現れる傾向がある。   
コウシタが「段落の冒頭文b」に，ソウシタは「段落の結尾文c」に頻出す  
る傾向があるのは，両者間に統括機能に遠いがあることに関係するのかとも考  
える。   
文段分析の ▲考察（2）  
一指ホ表現「こうした」「そうLた」に観察される統括機能㌦  57   




Ⅲ．1冒頭部   
冒頭部には，コウシタは59例中，段落の中間文cに1例（1．7％）のみ，ソ  
ウシタは50例中5例（10％），段落中のいずれの文にも出現する。  





1丑米国産の牛肉は，国産の牛肉と同じぐらい安全なのかどうか。   













「住基ネット やはり個人の選択に」  
1①すべての国民に11けたの番号を振り，氏名や住所などの個人情報をコ   










くする方法として2例観察された。   
コウシタには，このような働きは確認できなかった。   






てから，1年余りが過ぎた。   
2 ①法人化のねらいは，自主性を重んじることで教育や研究に活気を取り  
（9そうした目標の実現に，ど   戻し，大学の個性を輝かすことにあった。  
れだけ近づいたのだろうか。  






う。   
それに射し段落の中間文cに観察されるコウシタは，話題として取り上げる  
「④土地白書」が「⑨そう指摘している」とある中で，「そう」の指示内容と  
して「②こうした変化は広がっていても，定着するには課題も残る」と出現す   
文段分析の【・考察ほ）  
～指示表現「こうした」「そうした」に観察される統精機能岬  59   
るだけである。冒頭部での唯一一の例ではあるが，冒頭部を統括する働きには直  
接関与していない。  














（1）〔コ（ソ）ウシタ＋語句ハ（ガ）〕の形式をとる。（コ＝13 ソ＝4）  
（2）〔コ（ソ）ウシタ＋語句ヲ〕の形式をとる。（コ＝9 ソ＝3）  







2．1．1（1）〔コウシタ＋語句ハ（ガ）〕の形式をとる。（コ＝13）   
コウシタは主要節の提題表現が7例（ハ＝6例，ガ＝1例），撞題表現を構  
成する成分に組み込まれるのが4例，引用節での捷題表現が2例である。叙述   
塩 滞 和 J’・  60  
表現は，「～わけではない・～てきた・～ことがある・～で（も）ある・～た・  
～からだ・（ガ）～ていく」などの形式をとる。  
〔例4〕6月15日   
6 ①南北が鉄道や道路をつなぐなんて，一昔前には想像もできないことだ  
った。（彰経済協力や政府間の対話などで往来する人たちは，4年前の9  
千人から昨年は2万7千人に増え，貿易も膨らむ。   
7 ①離散家族の再会ほすでに10回を数え，北朝鮮の名勝・金剛山を韓国か  
ら訪れる観光客は100万人を突破した。②開城にある工場団地には韓国  
企業が出ていって第三国への輸出も始まった。   
8 ①こうした蓄積は，悲惨な戦争を繰り返さないための仕掛けでもある。  
②曲折はあろうが，大切にしてもらいたい。  




者は「悲惨な…仕掛けでもある」と見解を表明する。   
このほか次のような例がある。（→印の前に示す数値は指示対象の段落を表  
す）  
4月7日「3～6－→7①こうした遊動がテレビやインターネットを通じて互   
いに影響しあい，広がっていく。」  
5月5日「6～7→8①こうした基礎的な体づくりは，かつては家の外で遊   
ぶことで培われてきた」  





ーブで拡大し，累計で20兆円を超えた」   
文段分析の【・考察（2）  
一指示衣規「こうした」「そうした」に観察される統括機能叫  61  
〔例5〕  


























れたということになれば，さらに地方へ波及しかねない。   
塩 揮 和 子   62  







先行の6段落目から8段落目までを飛び越えての指示となっている。   
このように先行叙述内容を再生させる指示の場合には，叙述内容を締めくく  
り叙述の流れを一端中断させる働きは認められない。  




〔例7〕4月12日   
5 ①一連の反日運動の広がりには，中国側の事情による部分もあるに違い  
ない。   




植えつけた面も否めない。   




3 ①李外相はその一方で，小泉首相の靖国神社参拝や教科書問題が中国人  
民の感情を傷つけたと指摘した。  
4 ①繰り返し述べるが，われわれも歴史問題の重要性を主張してきたし，  
日本にも反省すべき点があると考えている。   
文段分析の・考察（2）  
00指ホ表現「こうした」「そうした」に観察される統括機能〝  63  
5 ①だがデモによる暴力行為が続き，中国当局がその賓任を認めないとい   
う態度をとり続ける限り，そうした指摘は説得力を束うに違いない。①  
歴史を直視し，中国との関係を重視しようとする人々にも逆風になって  






う条件下での，授蒐表現となっている。   
これらの例に見るように，先行叙述内容を指示し，それを凝題表現として立  
て，それに対する意見を述べるという構図は変わらないが，指示する範問はコ  






ある。   
2．1．3（2）〔コウシタ＋語句ヲ〕の形式をとる。（コ＝9）   
〔例9〕4月9日（一部の段落を略す）   







るのはいい。⑨しかし，短期間のうちに公平な認定やサービスの態勢を   
塩 滞 和 子・  64  
整えられるのだろうか。  


















（2）4月20日「7①こうした悪循環を断ちきり，関係修復への転換点とす   
ることだ」  
（3）4月24日「8①日本のスポーツ界はこうした騒ぎを対岸の火事と受け   
止めてきた」  
（4） 5月8日「10①いつまで，こうした堂々巡りを続けるのか」  
（5） 5月13日「9①今すべきなのは，こうした悪循環を断つことだ」  




きる。例えば（1）は「1（むデモ隊による日本大使館への投石事件をめぐって両   
文段分析の一椚－，一・考察（2）  














を切り替えていると解することができる。   
このように社説で摘出した例はすべて，新出の操題表硯が現れ，話題を大き  
く切り替える段落の冒頭文に観察されるのである。  




〔例10〕4月21日   







い。   
塩 澤 和 子  66  






〔例11〕4月25日   
9 ①いま，閲覧制度を最も利用しているのはダイレクトメール商法だ。⑦  
特定の年齢層や性別の人々を書き写し，商品や勧誘のチラシを郵送する。  




4 ①とりわけ，「安全を優先する企業風土」をつくる，と真っ先にいわざ  
るをえなかったのは，JR西日本から見ても，安全に対する感覚がそれ  
だけ鈍かったということだろう。  




2．3 段落の結尾文cに出現するコウシタ（14例）。ソウシタ（22例）   
〔展開部〕で段落の結尾文cのコウシタは，冒頭文に次いで数億の高い位置  
にあり，59例中14例（24％）を占める。ソウシタは，最も頻度が高く，50例中  





（3）〔コ（ソ）ウシタ＋語句ニ〕の形式をとる。（コ＝2，ソ＝2）   
文段分析の 一考察（2）  
∬－∴指示衣規「こうした」「そうした」に観察される純綿機能珊   








2．3．1（1）〔コ（ソ）ウシタ＋語句ハ（ガ）〕の形式をとる。（コ＝8 ソ＝9）  
〔例13〕4月15日（1）  


















まとめている。   





14 ①みんなで仕事を分かち合うワークシェアリングを進める。⑧正社員と  
パート労働者の貸金格差を縮める。⑨そうした工夫が，いまこそ社会に  
求められている。  




14 ①個人として自由に考える。⑧史料を厳密に調べ，率直に批判し合う。  
⑨そうした学問のルールを共通の土俵にすることが大切ということなの  
だろう。  






2．3．2（5）叙述表現となる（コ＝1 ソ＝5）  
〔例18〕6月14日   





9 ①さらに，債務削減による損失の分担では，対象国の歴史や貿易関係な   
ど経済実態も加味してはどうか。①多くは欧州の植民地だった。④植民   
文段分析の・考察（2）  







のだ。   











ない。   
〔例19〕の「そうした路線」は，①文の総てを指しており，①文は6段落日  
の話題に区切りを付ける働きをもつ。それは7段落冒の冒頭に逆接型の「だが」  
が置かれ，話題が切り替わっていることから見ても明らかである。   
段落の結尾文にソウシタが多く現れるのは，段落内の話題に終止符を打つと  
同時に，その話題を過去の事実として処理することに関係すると見られる。  





結尾文cのソウシタを中JLペニ検討する。   
7し）  
塩 澤 和 J’・  














14 ①こうした撫理が多額の費用や株主間の不公平を招いたのなら，「煙梶  














ことで，入院日数を短くする。④厚労省は新たな医療改革として，こう   
文段分析の・考察（2）  
一指ホ衣現「こうLた」「そうした」に観察される概括機能－  71  
した方策を掲げている。④目標を定めて取り組んでこそ実効も上がるし，  
その成果が確認できるというものだろう。  
12 ①決め方次第では，必要な医療が打ち切られるような副作用も出かねな   
い。②経済の伸びだけでなく高齢者の増加なども加味することで，国民  
が納得できるものにすることが不可欠だと思う。  






ない。   
結尾文に出現するソウシタには，段落の論題を括りまとめる機能はあるが，  
文章全体を統括する機能は認められないようである。  















であったが，コウシタは先行段落を指示するだけでなく，先行する複数の段落   









まとめとしたい。   










〈コト化〉先行叙述を一つの「こと」にまとめる。   
〈トキ化〉先行の叙事的叙述の中に「時」を見出す。   
〈トコロ化〉 先行の叙事的叙述を，ある「場所」の中に見出す。   
〈サマ化〉先行の叙事的叙述を，何ものかの「風体」として見る。   
〈ホド化〉先行叙述の中に，ある見地からの「程度」を見出す。   
〈ココロ化〉 先行の叙事内容に，ある心情をそえてとらえ直す。   





展開，統括機能の仕組みを観察する上で参考になる。社説の場合は，林四郎の   
文段分析の・考察t2）  
－－－「・・′＝■指小長硯「こうした＿」「そ・うした」に観察される統括機能州  




いう，社説が採用する展開方式と関係があるように思われる。   
今後，社説における「怠味上のとらえ直し」を詳細に検討し，また社説ばか  




ほ2 金水敏・旧緩行則編（1992），倉持保男（1987），堀口和吉（1977）など  
は3 rIミ保勇（1981），商略みどり（1988），林四郎（1983），一喝場使臣（1992）など  
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